
平

安

時

代

「
の」

一、ぐムムハN」

||人物をvつける場合
||

lζ 
つ

い

て

の

平 安 時 代 の「のJ Iが」 に ついて

格
助
詞
「の」
「
が」 、
ζ
と
に
そ
れ
ら
が
人
物
を・つ
け
る
場
合の 、
待
遇
感

〔注l)

情
を
中
心
と
す
る
使い
分
け
につ
い
て
は 、
す
で
に
多
く
の
論
考
が
あ
る 。
し

{注2)

か
し 、
平
安
時
代
のそ
れ
に
つ
い
て 、
詳
細に
論じ
た
も
の
は
案
外
少
く 、
そ

の
実
態
が
究め
尽
さ
れ
た
と
はい
え
な
い
よ
う
な
の
で 、
私
は 、
平
安
時
代の

か
な
資
料
を
中
心
に
調べ
た
結
果
を乙
乙
に
ま
と
め 、
諸
賢の
ど
批
判
を
仰
ぎ

た
い
と
思
う 。

私
は
表
付
に
掲
げ
る
資
料に
よっ
て 、
人
物
を・つ
け
る
場
合
の
両
助
詞
の
承

{注3)

接
状
況
を
調
査
し
た 。
体
言
相
当
句
(
活
用
語
の
連
体
形)
を・つ
け
る
と
き

(注4)

は 、
連
体
修
飾
格・
主
格と
もに
必
ず
「
が」
を
用い 、
主
格
表
示に
は 、
と

くに
助
詞
を
用い
な
い
乙
と
が
多い
が、
両
助
詞
が
人
物
を
表
わ
す
体吾一口
を・つ

け
て
い
る
場
合につ
い
て
は 、
次
の
現
象
が
認
め
ら
れ
た 。

①
「の」
で
う
け
る
体
言と 、
「
が」
で・つ
け
る
体
言と
の
問
に
は 、
語
の

性
質に
か
な
り
の
違い
が
あ
る 。

②
韻
文で
は 、
両
助
詞
と
も 、
そ
の・つ
け
る
体
言
が
少
数
の
語に
集
中

し 、
一
部 、
散
文
中と
は
異なっ
た
様
相
を
呈
す
る
も
の
が
あ
る 。

東

郷

男

士ロ

小
論で
は 、
ζ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に 、
散
文と
韻
文と
に
分

け
て
考
え
る
が、
散
文
中
で 、
地
の
文と
会
話
文
(
あ
る
い
は
消
息
文・
心)

{注5)

と
の
聞に
は
本
質
的な
差
異が
な
く 、

連
休
修
飾
格と
主
格と
の
聞に
も 、
特

に
迷い
が
認
め
ら
れ
な
かっ
た
の
で 、
そ
れ
ら
を
区
別
して
詳
論
す
ると
と
は

し
な
い 。
(
た
だ
し 、
引
例に
際
して
は 、
地
の
文
以
外
は
特
記
し 、
ま
た 、

体
は
|| 、

主
は
{12の

傍
線
を
付して
区
別
した 。
用
例
数
も
体・
主
別に

そ
れ
ぞ
れ
掲
げた 。
い
わ
ゆ
る
同
格の
用
法
の
も
の
は
今
回
の
対
象に
は
含め

な
かっ
た 。)

散
文の
中
で
「の」
「
が」
両
助
詞
が-つ
け
る 、
人
物
を
表
わ
す
体
言
を
分

類
し
て 、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を
示した
の
が、
表
同・
白
で
あ
る 。
以
下 、

そ
れ
に
従い
つ
つ、
両
助
詞の
承
接
状
況
を
考
察
す
る 。

-
普
通
名
詞

「
が」
で・つ
け
る
も
の
体・
主
各五
八
例に
対し 、
「の」
で-つ
け
る
もの
体

五一
八
九・
主
三
七
四
七
例と
い
う
数
字か
ら
も
明
ら
か
な
よ
うに 、
普
通
名

詞
は
「の」
で
う
け
る
の
が
原
別
で
あ
る 。
用
例
数
の
上
で
は 、
人
が
断
然
多
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表(ー)
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(注6)

く 、
女・
男
が
と
れ
に
次い
で
い
る
が 、
ζ
れ
らの

語
は 、
具
体
的
に
ど
ん
な

(注7)

人
物
を
指
す
場
合
に
も 、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
「の」
で・つ
けて
い
る 。
人

物

・{注8}

の
身
分
ゃ 、
話
し
手の
待
巡
感
情の
よ
く

判
る
も
の
で
は 、
尊
敬
すべ
き
人

物

で 、
そ
れ
に
対
す
る
敬
語
を
伴
な
う
も
の 、

O
先
帝の
御
時八
桐
壷必
V

O
失
せ
給ひ
に
し
み
や
す
所
制
御
か
た
ち八
内
侍
詞・
桐
愛必
V

O
后の
昼
の
行
啓 、
一
の
人
の
御
あ
り
き
八
枕
八
八
四
V

O
か
く
な
む
御
門の
仰せ
給へ
る
八
翁
詞・
竹

取田
V

O
源

氏の
君
は 、
上
の
常に
召
し
ま
つ
は
せ
ば 、
心
安
く

里
住
み
も
え
し
給

は
ず 。
八
桐
蜜印
V

か
ら 、
身
分の
卑しい
人

物
や 、
嫌
悪の
対
象
と
し
て
の 、

O
あ
や
し
き
山がつ
な
ど
の
中に
も
八
玉
愛
詞・
常
夏口
V

Oい
と
あ
や
し
げ
な
る
下
衆
叫
小
家
な
む
あ
る 。
八
人
詞・
更

級制
V

Oζ
の
わ
た
り
海
賊の
お
そ
り
あ
り
八
土

佐川悦
V

Oよ
そ
人
も 、
か
く
か
た
き
の
様な
る
人
と
そ
あ
り
けれ
〈
北
方
詞・
落
径

二
凶
V

Oい
ふ
か
ひ
な
き
者の
言へ
る
に
は 、
い
と
に
つ
か
は
し
八
土

佐却
V

O
殿
上
の
駒
と
つ
けて 、
頭
も
え
さ
し
出ぬ
痴
者の 、
い
か
で
よ
り
来に
け

ん
八
蔵
人
少
将
詞・
落
花二
郎
VヤグヨJ)

O
調
度
負テ
円U
気ナル
盗
人ノ
奴ノ 、
香ニ
立岬 レ、
危ク
恩川一一 レ
八

今

昔二
九
|五

W
V

な
ど
に
至
る
ま
で 、
実に
広い
範
囲
に
わ
たっ
て
い
る 。
と
く
に
海
賊
や
敵の
(注9)

よ
う
な
誌
を
も 、
き
まっ
て
「の」
で・つ
けて
い
る
事
実
は
注
目
し
て
よ
い 。

準
人

物
の
場
合
も 、
神・
仏
か
ら
鬼・

物
の
怪に
至
る
ま
で 、
すべ
て
「の」

で
う
け
て
い
る 。
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平 安 時 代 の「のJ rがJ について

一

方 、
「
が
」

でャ
つ
け
る
用
例
は 、

今
昔
物
語
集
に
や
や
多
い
ほ
か
は 、

き

わ
め
て
稀
で
あ
る 。

そ
れ
ら
は 、

以
下
に
述
べ
る
よ
う
に 、

三
類
に
分
け
る
乙

(注叩)
と
が
で
き
る 。

ア

官
名
・

職
名
の
類

少
輔
・

笠
後
介
・

大
領
・

禰
宜
・

郡
司
・

工
匠
・

講
師
・

渡
守
・

預
り
・

鍾

鎚
な
ど 。

O
豊
後
の
介
が
心
ば
へ
を
八
王
餐
抑
V

O
郡
司
ガ

家
八
今
昔
二
八
|

七
叩
V

O
少
輔
が 、

常
に
こ
の
殿
の
御
ζ
と
案
内
し
〈
浮
舟
m
v

O
乙
の
匠
が
申
乙
と
は
何
事
ぞ
八
翁
詞
・

竹
取
回
V

乙
の
う
ち
比
較
的
高
い
官
職
と
し
て
は 、

落
窪
物
語
に
衛
門
督
主
一

例 、

源

氏
物
語
花 、

少
輔
休
・

主
各
一

例 、

式
部(
丞)
体
一

、

主
計
頭
主
一

例
を
見
る

程
度
で 、

あ
と
は
概
し
て
低
い
も
の
で
あ
る 。

落
窪
物
語
の
典
薬
や 、

源
氏
物
語
の
監
な
ど
は 、

期
罵
・

嫌
悪
な
ど
特
殊
な

情
を
伴
な
っ
た 、

む
し
ろ
固
有
名
詞
に
近
い
用
法
と
岡山
わ
れ
る 。

O
か
の
典
薬
が
い
ら
へ
し
事
語
れ
ば 、

衛
門
も
い
み
じ
く
笑
ふ
〈
落
窪
二
即
〉

O
か
の
監
が
息
ざ
し
け
は
ひ 、
閉山
ひ
出
づ
る
も、

ゆ
〉
し
き
乙
と
限
り
な
し

八
玉
霊
m
v

イ

本
来
近
親
者
を
表
わ
す
語

父
・

母
・

兄
・

伯
父
な
ど 。

O
母
が
お
も
ひ
八
詞
書
・

古
今

二
ハ
捌
V

O
兄
ガ

醤
八
今北日
二
七
l

ニ
ニ
叩
V

O
父
が
な
ま
学
生
に
つ
か
は
れ
た
い
ま
つ
り
て
八
世
次
詞
・

大
鏡
一
幻
V

も
ち
ろ
ん
ア
・

イ
と
も
に
「
が
」

専
用
で
は
な
い 。

一
ー

と
の
院
の
預
り
の
子
八
夕
顔
M
V

-
|

預
り
が
曹
司
の
か
た
に
八
同
国
V

一
l

講
師
ノ

云
ク
〈
今
昔
二
八
l一

五
河
V

「
講
師
ガ

云
ク
八
同
V

一
|

筑
後
ノ

前
司
/

云
ケ
ル

様
ハ
〈
今
昔
二
九
|一

一一
m
v

一
|

筑
後
ノ

前
司
州

心
直
シ
キ

者与竹
ヶ

八
同
m
v

の
よ
う
な
同
一
の
場
に
お
け
る
混
用
の
例
を
は
じ
め
と
し
て 、

同
種
の
語
を

「
の
」
で・
つ
け
る
こ
と
も
多
く 、
む
し
ろ
そ
の
方
が
ふ
つ
う
と
い
っ

て
も
よ
い 。

例
え
ば 、

ア
で
は 、

今
昔
物
語
集
で
「
が
」
の
う
け
る
用
例
が
最
も
多
い
郡

司
は
「
が
」

体
七
・

主
二
例
に
対
し
「
の
」

体
三
例 、

つ
づ
い
て
大
領
「
が
」

体
一
・

主
二
例
|

「
の
L

体
一

例 、

禰
宜
「
が
」

体
三
例
の
み 、

講
師
「
が
」

体
・

主
各一

例
l

「
の
」

主
一
例 、

以
上
が
か
ろ
う
じ
て
「
が
」

優
勢
と
い
え

る
の
み
で 、
(
国)
守
に
な
る
と
「
が
」

体
一

例
l「

の
」

体
四
八
・

主
二
四
例 、

大
夫
は
「
が
」

主
三
例
l

「
の
」

体
四
・

主
一
例
と
な
り 、

源
氏
物
語
で
は 、

「
が
」

の
豊
後
介
体
一
例
に
対
し 、
「
の
」

は
伊
予
介
・

常
陵
介
合
せ
て
体
四

例
が
あ
り 、
「
が
」

の
渡
守
体
一
例
に
対
し
て
は 、
「
の
」
に
宿
守
体
一

、

関
守

主
三
例
が
あ
る
と
い
う
よ
う
に 、
「
の
」

で
う
け
る
用
例
の
ほ
う
が 、

数
多
く

見
出
せ
る
の
で
あ
る 。

イ
に
つ
い
て
考
え
る
と 、

今
昔
物
語
集
で
「
が
」

の
方
が
優
勢
な
も
の
と
し

て 、

兄
「
が
」

体
四
・

主
六
例
|

「
の
」

体
一
・

主
二
例 、

伯
父
「
が」

体
三

|
「
の
」

な
し 、

の
二
語
が
め
だ
っ
程
度
で 、

母
に
な
る
と
「
が
」

体
二
・

主

一
例
l

「
の
」

体
八
・

主
五
例
で
「
の
」

が
優
勢
と
な
り 、

弟
は
体
三
・

主
三

{注日)

例
と
も
に
「
の
」

だ
け
で
う
け
て
い
る 。

ち
な
み
に 、

こ
の
類
の
中
で
最
も
代

表
的
な
父
・

母
の
二
需
に
つ
い
て 、

全
資
料
中
の
用
例
数
を
示
す
と
次
の
よ
う

{注ロ}

に
な
っ

て
い
る 。
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父
「
が」
体二・
主ご
例
|

「
の」
主
五
例 。

母
「
が」
体三・
主一
例
l

「の」
体二
三・
主二
二
例 。

父
母
「
が」
体一
例
|

「
の」
体
四・
主
三
例 。

ウ
話
し
手
自
身
を
指
す
場
合

普
通
名
詞
が
話
し
手
自
身
を
指
し
て
い
る
場
合 、
ζ
れ
を
「
が」
で・つ
け
る

乙
と
が
あ
る 。

O
ま
ま
が
心一
つ
に
は
八
乳
母
詞・
浮
舟M
V

O
翁
が
家の
をん
な
ど
も八
重
木
詞・
大
鏡一
回
V

(注目)

O
な
で
ふ
か
く

見
苦し
き
人
が
さ
る
事は
思
ひ
か
くる〈

姫
制・
落
行一
引〉

O
翁
ら
が
説
く

事
を
ば
八
世
次
詞・
大
鏡一
臼
V

し
か
し 、
乙
の
場
合
も 、
大
鋭
の
「
が」
体
六・
主三
例
対
「
の」
体二・

主一
例に 、「
が」
の
勢
力
が
認
め
ら
れ
る
程
度で 、
全
用
例
数
で
は 、
次
の
よ

う
な
「
の」
の
接
し
た
形
の
方
が
よ
く

現
わ
れ
る
の
で
あ
る 。
(
表口・
白
「
普

通
名
詞〔
自〕」
参
照)

O
翁
の
命 、
けふ
あ
す
と
も
知
らぬ
を〈
翁
詞・
竹
取回
V

O
かL
る
山
がつ
の
心
を
乱
り
給
ふ
ば
か
り
の
御
契
りζ
そ
は
八
入
道
詞・

松
風m
v

O
老
法
師
の
祈
申し
侍
る
神
仏
の
あ
は
れ
び
お
は
し
ま
し
て
八
入
道
剥・
明

石川叫
V

O
か
くゃ
う
の
事は 、
人
中に
て
下
施の
申に
い
と
か
た
じ
け
な
し
八
世
次

詞
・

大
銃
三
m
V

2

固
有
名
詞

両
助
詞
の
固
有
名
詞へ
の
承
接
は 、
次の
二
つ
の
場
合に
大
別
し
て
考
え
る 。

ア
人
名
(
通
称
等
を
合
む)
に
直
続
す
る
場
合 、
イ
そ
の
他
の
場
合 。

ア

ζ
ζ
で
通
称
等と
呼ぶ
も
の
に
は 、
竹
取・
平
中な
ど
の
通
称 、
右
近・
大

輸な
ど
の
女一民
名
を
含め
る
が、
嵯
峨・
醍
醐の
よ
う
な
帝
の
訟
号
や
延
喜・

承
和な
ど
年
号で
そ
の
時
代
の
天
皇
を
指
し
た
も
の、
藤
愛・
弘
徽
殿な
ど

で 、
そ
こ
に
局
を
持つ
皇
妃
を
表
わ
し
た
も
の、
明
石・
花
散
里
の
よ
うな
呼

び
方で
特
定
の
女
性
を
表
わ
す
も
の、
春日・
北
野な
ど
神に
関
す
る
も
の、

弥
勅・
観
音
な
ど
の
仏に
関
す
る
も
の
は
含め
ない
ζ
と
に
す
る 。
そ
の
よ
う

な
前
提
の
上
で 、
人
名
(
通
称
等
を
含
む)
に
直
続
す
る
用
例
数
を
示
し
た
の

が、
表
白・
白
の
「
固
有
名
詞〔
直〕」
の
欄
で
あ
る
が、
そ
と
に
明
ら
か
な
ど

と
く 、
と
の
相場
合
は
「
が」
で・つ
け
る
の
がふつ
うで
あ
る 。

O
紀
有
常
が
む
す
め
八
詞
書・
古
今一
五
m
v

O
涼・
仲
忠な
ど
が乙
と
八
枕八
三回
V

O
少
納
言
が
許に
・以ん
八
紫
上
詞・
若
紫m
v

O
其
時
左
衛
門
尉
平
致
経
ガ

候
レ
ル
ヲ

〈
今
昔
二
三
|

一

四
M
V

次に一示
す
よ
うに 、
「
の」
で・つ
け
る
若
干の
例
も
見
出さ
れ
は
す
る 。

O
大
膳の
大
夫公
平の
む
すめ
ど
も〈
大
和一
一
一
捌
V

Oζ
の
冬
嗣
の
ほ
ど
は
無
下
に
心
細
くな
り
た
まへ
り
し
八
世
次
調・
大
鋭

五
m
v

O
小
君
の
渡
り
あ
り
くに

つ
けて
も〈
空
蝉m
v

O
其ノ
時ニ
博
雅/
云タ八
今
昔二
四
|二

回目
v

し
か
し 、
「
の」
で・つ
け
る
う
ち
に 、
か
ぐ
や
姫
が
竹
取
物
語に
体・
主
各

一
O
例 、
源
氏
物
語に
体一
・

主二
例 、
立
田
姫
が
同
じ
く

体一
・

主二
例 、

衣
通
姫
が
古
今
集に
休二・
主一
例
あ
り 、
楊
貴
妃
が
源
氏
物
語に
体二
例 、

枕草
子に
主一
例
あ
る
の
で 、
乙
れ
ら
を
除
くと 、
あ
と
は
大
鏡
と
今
昔
物
語

集
に
や
や
目
立つ
だ
け
と
な
る 。
大
鏡
は 、
と
の
人
名
直
続
の
例
が
「
が」
体

一
三・
主一
O
例に
対
し 、
「
の」
体二
六
例
と
や
や
特
典な
感
じ
が
す
る
が、
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そ
の
内
容
は 、
前
者
が
世
次・
霊
木
と
下
級
貴
族
が
主で
あ
る
の
K
対
し 、
後

(注MC

者は 、
皇
妃や
公
卿
階
級
が
ほ
と
ん
ど
で 、
対
照
的
な
姿を
示
し
て
い
る 。

な
お 、
人
名
が
話
し
手
自
身
を
指
す
た
め
に
使
わ
れ
る
場
合
は 、
例
外な
く

「
が」
で・つ
け
て
い
る 。
(
表
白・
白
「
固
有
名
詞〔
自〕」
参
照)

O
わ
う
けい
が
物八
王
今
文・
竹
取必
V

O
右
近
が
姉八
右
近
詞・
浮
舟抑
V

O
道
長
が
家よ
り八
道
長
詞・
大
鏡
五
m
v

O
右
近
が、
数
に
も
侍
ら
ずい
か
で
か
御
覧じつ
け
ら
れ
ん
八
右
近
詞・
玉

霊知
V

O
ま
め
や
か
に 、
世
次
が
申
さ
ん
と
思ζ
と
は
八
世
次
詞・
大
鏡一
日
v

ja
 
ア
以
外に 、
次
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
の
形
が
見
出
さ
れ
る
が、
ζ
れ
ら
を
通

じ
て
「
の」
で・つ
け
る
の
を
原
則
と
し
て
い
る 。
(
表
白・
白
「
固
有
名
詞

〔
間〕」
参
照)

i
人
名の
下
に 、
官
名や
敬
称
を
伴
な
う
も
の

O
義
懐の
中
納
言
の
御
さ
ま
〈
枕三
五
百
V

O
近
江
の
守
公
忠
の
君
の
文八
大
和
四割
V

O
陸
奥
守
倫
穆の
ぬ
し
の
女八
世
次
詞・
大
鋭
四山
V

O
三
善ノ
清
行:
浄
蔵
大
徳ノ
父
也八
今
昔二
七
|三一

m
v

O
此ノ
季
通ハ
陸
奥
前
司
則
光
朝
臣/
子
也八
同一一一一一
aa--

六制
V

Oお
は
すべ
き
所
は 、
行
平の
中
納
言
の、
藻
湖た
れつ
〉
わ
ぴ
け
る
家
居

近
き
わ
た
り
な
り
け
り八
須
磨鈎
V

O
源ノ
頼
光ノ
朝
臣ノ
美
濃
守-一テ
有ケル
時八
今
昔二
七
l

四三
悶
V

と
の
類
に
は 、
「
が」
で
う
け
る
例
外
が、
今
昔
物
語
集
体
七・
主二
例 、

(注目)

大
和
物
語・
落
窪
物
語・
大
鏡に
そ
れ
ぞ
れ
体一
例
ずつ
見
ら
れ
る 。

O
中
興の
近
江
の
介
が
む
す
め
八
大
和一
O五
加
V

O
か
く
や
む
ど
と
な
く
お
は
し
ま
す
殿の 、
貫
之
の
ぬ
し
が
家に
お
は
し
ま

し
た
り
し
八
世
次
詞・
大
銃三m
v

O
女ノ 、
鏡ヲ
売リニ
定
基
朝
臣ガ
家ニ
来タリケレパ
〈
今止日二
四
l

四
八泌
V

O
此ノ
為
盛ノ
朝
臣ガ
謀ヶル
綴ハ
八
同二
八
|五回

V

こ
れ
ら
の
人
物
の
身
分
は 、
せ
い
ぜ
い
受
領・
女
房
ま
で
で 、
高い
身
分で
は

な
い 。
し
か
し 、
そ
れ
ら
の
者で
も 、
乙
の
形
の
場
合 、
「
の」
で・つけ
る
の

が
原
則で
あ
る
こ
と
は 、
次
の
よ
う
な
例
の
存
在に
よっ
て一
周
はっ
き
り
す

る
で
あ
ろ
う 。

一
l

依
光
の
宰
相
の
子八
梅
枝刷
V

「
惟
光
が
兄の
阿
閤
梨〈
夕
顔m
v

一
l出

雲
の
権
の
守
時
方の
朝
臣の
許〈
随
身
詞・
浮
舟m
v

「
時
方
が
叔
父八
浮
舟m
v

一
|

此/
資
業
朝
臣/
作レル
詩ハ
〈
義
忠
詞・
今
昔二
四
|二

九訓
V

「
此レ 、
資
業ガ
当
職/
受
領ナルニ
依テ
八
同・
同V

E
「ee---
とい
ふ
人」
の
類

(注凶)

と
の
類
は
「
の」
で・つ
け
る 。
例
外は 、
竹
取
物
語
の
罵
り
表
現一
例
を
見

る
の
み 。

O
わ
う
けい
とい
ふ
人
の
許に
八
竹
取引
V

O
少
将
とい
ひ
し
人
の
声八
手
習抑
V

O
念
覚とい
ふ
法
師
の、
山ど
も
りに
て
あ
り
け
る
に
八
大和二
五
加
V

O
盛一房ト
云
者/
伝へ
閏テ
語リシ
也八
今
昔二
四
|五

七溺
V

同一
場
面で 、
同一
の
人
物
を
指
す
場
合に
も 、
人
名
直
続
の
も
の
と
は 、

はっ
き
り
使い
分
け
ら
れ
て
い
る 。
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丁
丹
波
守
平
ノ

貞
盛

ト
云
ケ
ル

兵
/

弟
八
今
昔
二
五
|

五
訓
V

「
曽
祖
父
貞
盛
ガ

甥
八
同
V

一
|

鎮
守
府
ノ

将
軍
良
持

ト
云
ケ
ル
人
ノ

子
也
八
今
昔
二
五
l一

m
v

「
父
故
良
持
ガ
国
自国
/

誇-一
依
テ
八
向
V

皿

天
皇
・

皇
妃
・

皇
族
を
表
わ
す
一

切
の
名
称

天
皇
・

上
皇
・

皇
族
を
表
わ
す
に
は 、
一

条
帝
・

花
山
天
皇
・

=一
条
院
・

惟

喬
親
王
・

聖
徳
太
子
な
ど
の
よ
う
に
表
示
す
る
の
が
最
も
一

般
的
で
あ
る
が 、

嵯
峨
・

醍
醐
な
ど
詮
号
単
独
で 、

ま
た 、

延
喜
な
ど
年
号
で
そ
の
時
代
の
天
皇

を
表
わ
す
と
と
が
あ
り 、

亭
子
院
な
ど
と
後
院
の
名
で
特
定
の
上
皇
を
表
わ
す

こ
と
も
あ
る 。

ζ
れ
ら
を
通
じ
て
す
べ
て
「
の
」

で-
つ
け
て
い
る 。

O
是
点
の
み
乙
の
家
の
寄
A口
〈
詞
書
・

古
今
四
m
v

O
陽
成
院
副
二
の
み
乙
〈
大
和
二
三
m
v

O
字
多
の
帝
の
御
誠
め
八
桐
安
川町
V

O
元
明
天
皇
の
御
祖
父
八
世
次
詞
・

大
鋭
一
臼
V

O
聖
徳
太
子
の 、

百
済
よ
り
得
た
ま
へ
り
け
る
八
若
紫
m
v

ll
(ママ)

O
乙
の
お
と
ど
。

村
上
Aの
御
を
ぢ
に
を
は
し
ま
す
八
世
次
制
・

大
鏡
二
位
V

O
延
喜
側 、

御
手
づ
か
ら
事
の
心
書
か
せ
給
へ
る
に
八
絵
合
問
V

O
御
絵 、

亭
子
院
の
書
か
せ
給
ひ
て
八
柄
壷
鈎
V

藤
壷
・

承
香
殿
な
ど
の
呼
称
で 、

そ
こ
に
局
を
持
つ
特
定
の
皇
妃
を
表
わ
す

場
合
も
同
じ
で
あ
る 。

O
藤
査
の
御
あ
り
さ
ま
を
八
桐
登
別
V

O
承
香
殿
の
御
腹
の
八
紅
葉
別
V

O
藤
査
の
見
給
は
ざ
ら
ん
を
八
同
m
v

w

夜
関
・

公
卿
・

物
語
中
の
女
性
な
ど
を
表
わ
す
特
定
の
呼
称

太
織
冠
・

淡
海
公
・

粟
悶
殿
な
ど
の
特
称
で 、

あ
る
特
定
人
を
桁
す
と
と

が 、

と
と
に
摂
関
・

公
刷用
に
多
い 。

ま
た 、

物
語
で
は 、

夕
顔
・

花
散
里
の
よ

う
な
呼
称
で
特
定
女
性
を
示
し
て
い
る 。

ζ
れ
ら
を・
つ
け
る
場
合
も、

例
外
な

く
「
の
」

で
あ
る 。

O
貞
信
公
の
御
も
と
に
八
世
次
詞
・

大
鏡
三
m
v

O
淡
海
公
/

御
流
八
今
昔一一一
一
ーー一

一
m
v

O
粟
回
殿
の
御
有
様
八
世
次
詞
・

大
鏡
四
m
v

O
太
織
冠
パ 、

未
ダ

公
卿
什
ニ
モ
不
至
給川

リ
ヶ

程
ニ
八
今
昔
二
ニ
l一

m
v

O
か
の
末
摘
花
の
御
料
に
八
王
費
抑
V

O
花
散
里
の 、

心
細
げ
に
回心
し
て
〈
須
磨
n
v

v

特
定
の
神
・

仏
を
示
す
名
称

乙
れ
も
一

切 、
「
の
」

専
用
で
あ
る 。

O
春
日
の
神
の
御
乙
と
わ
り
も
八
紅
梅
m
v

O
そ
れ
も
と
の
北
野
の
遊
ば
し
た
る
八
世
次
詞
・

大
鏡
二
%
V

O
普
賢
菩
薩
の
乗
物
八
末
摘
加
V

O
う
ち
調
じ
た
ま
ふ
阿
弥
陀
の
大
呪
八
鈴
虫
m
v

O
序
詞
昆
底
遮
那
叫
〔
供
養〕

八
若
菜
下
川
V

3

代
名
詞
(
代
名
詞
的
な
も
の
を
含
む)

以
下
で
述
べ
る
よ
う
に 、

両
助
詞
がャ
つ
け
る
も
の
の
問
に 、

か
な
り
明
確
な

区
別
が
あ
る 。

ア
「
の
」

で
う
け
る
も
の
{注げ)

自
称

み
づ
か
ら

身

反
照
指
示

み
づ
か
ら

身

さ
う
じ
み

対
称

ま
う
と

ぬ
し

和
|

そ
ζ

他
称

乙

そ

か

不
定
称

何

何
人
(
者)
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順
次 、
例
を一示
す 。

O
み
づ
か
ら
の
夢八
源
詞・
若
紫m
v

O
身
の
あ
る
や
う八
崎
始
日
中m
v

O
お
の
ft、
みづ
か
ら
の
命
をば
〈
明
石田
V

O
御
身
の
か
は
り
に
八
陣開
始m
v

Oさ
う
じ
み
の
心
地八
明
石位
V

O乙
の
姉
君
や 、
ま
う
と
の
後
の
親八
源
詞・
帯
木幻
V

Oぬ
し
の
御
名は
〈
世
次
詞・
大
銃一
お
V

O
わ
お
き
な
の
年八
若
侍
詞・
同一
幻
V

O
和
御
許ノ
主-
4ロム
〈
女詞・
今
昔二
九
|三

五
四
V

O
其/
御
為ニモ
此ク
御
供ニ
行ケパ
八
男
詞・
同二
九
|二一ニ

m
v

O
と
し
ζ 、
又乙
の
む
す
め
八
大
和
四一
m
v

Oそ
の
御
為に
は
〈
源
詞・
若
菜
上
訓
V

O
か
の
御
か
た
み
に
八
帝
心・
桐
壷お
V

O
な
に
の
し
わ
ざ
ぞ
と 、
よ
く
調
じ
て
間へ
八
僧
都
詞・
手
習初
V

O
木
立い
と
よ
し
あ
る
は 、
何
人
の
住
む
に
か
八
源
詞・
若
紫m
v

O
何
者の
家ぞ
八
帝(
御
使)
詞・
大
鏡
六
捌
V

O
な
に
が
し
の
御
た
め
八
枕一
二
om
v

と
れ
ら
の
用
例
数
は 、
そ
れ
ぞ
れ
表
∞
に
掲
げた
通
りで
あ
る
が、
対
称
の

ぬ
し・
和
|

は 、
平
安
末
期
に
なっ
て
大
鏡
と
今
昔
物
語
集
に
そ
の
用
例
が
あ

る 。
後
者は
和
翁・
和
殿
(
以
上
大
鋭)
和
主・
和
尊・
和
御
許・
和
男
(
以

上
今
昔)
の
形で
表
わ
れ
る 。
対
称
そ
乙
も
今
昔
物
語
集
に
片
寄っ
て
い
る 。

右
の
ほ
か 、
「
の」
で
う
け
る
稀
な
用
例
と
し
て 、
落
窪
物
語
に 、
対
称
の
御

前・
御
身、
他
称
の
く
やっ
各一
例 、
源
氏
物
語
に 、
と
な
た
四
例 、
お
の
お

の・
か
し
と・
あ
な
た
各二
例 、
あ
な
た
ざ
ま・
か
な
た・
い
づ
方
各一
例
と

自
称
の
と
と一
例
が
あ
る 。
ま
た 、
情
始
日
記
に
乙
れ
か
れ一
例 、
今
昔
物
語

集
に 、
尊・
彼
主・
誰
人
各一
例
の
ほ
か
何
主三
例
が
見
出
さ
れ
る 。

概し
て 、
「
の」
で・つ
け
る
語
は 、
本
来
の
人
代
名
詞で
は
な
く 、
場
所
や

方
角
を一示
す
代
名
詞・
普
通
名詞
な
ど 、
他
か
ら
転
用さ
れ
た
も
の
で
あ
ると

と
が、
特
徴で
あ
る 。

イ
「
が」
で・つ
け
る
も
の
(注目凶)

a
自
称
あ
わ(
れ)
お
の(
れ)
ま
ろ
な
に
が
し

b
反
照
指
示
わ(
れ)
お
の(
れ)

C
対
称
な
ん
ぢ
き
ん
ぢ

d
他
称
乙
れ
そ
れ
か
れ
あ
れ

e
不
定
称
た(
れ)
な
に
が
し

以
下 、
順
に
例
示
す
る 。

O
わ
が
弓
の
力〈
大
伴
詞・
竹
取U
V

Oお
の
が
許に
八
僧
都
詞・
枕九三
凶
V

O
ま
ろ
が
や
う
に
八
源
詞・
品Em
v

Oな
K
が
し
が
妹八
僧
都
詞・
若
紫即
V

O
(
匂
宮は)
わ
が
御
袖し
て一仮
を
の
ど
ひ
給へ
ば
(
宿
木臼
V

O
(
従
者は)
を
の
が
家
に
能
りゐ
八
竹
取MW
V

Oな
ん
ぢ
が
助
けに
と
て
八
天人
詞・
竹
取臼
V

Oさ
ら
ば 、
と
ん
か
く
も
き
ん
ぢ
が
心
〈
崎
蛤
日
中m
v

Oと
れ
が乙
と
を
ば
か
れ
に
言ひ 、
か
れ
がと
と
を
ば
ζ
れ
に
言ひ
八
枕一

二
四
m
v

O
乳
母
子
の
大
徳 、
そ
れ
が
叔
父
の
阿
閤
梨八
鯖
蛤m
v

O
ま
だい
と
あ
れ
が
程
に
は
あ
ら
ず八
大
宮
心・
総
角川M
V

O
た
が
御
た
め
に
も八
小
侍
従
詞・
若
菜
下制
V

35 



Oた
れ
が
料ぞ
八
清
女
詞・
枕一
O三
即
V

O
昔
の
な
に
が
し
が
た
め
し
八
冷
泉
帝
詞・
真
木凶
V

(注目)

右
の
ほ
か
稀
な
例
と
し
て 、
竹
取
物
語
に
さ二
例 、
落
窪
物
語
に
し一
例 、

く
やっ一
例 、
大
銑
に
か
やっ一
例
が
あ
り 、
い
ず
れ
も
他
称
で
あ
る 。
ま

た 、
対
称
の
ま
し
は
源
氏
物
語
と
大
鋭に
各一
例 、

O
(
五
節
を)
ま
し
が
常に
見る
ら
ん
も
う
ら
や
ま
し
さ
を八
夕
務
詞・
乙

女m
v

帝
の
自
称
朕
は
大
鋭・
今
昔
物
語
集に
各一
例
見
出
さ
れ
る 。

O
女
な
ら
ば
朕
が
子
と
せ
ん
八
帝
心・
大
鏡
五
m
v

さ
ら
に
珍
し
い
例
と
し
て 、
お
の
れ
を
対
称
に
佼っ
た
罵
り
表
現に
「
が」

のつ
い
た
例
が
あ
る 。

O
か
く

賎
し
き
を
の
れ
が
も
と
に
八
天
人
詞・
竹
取臼
〉

上
代に
お
い
て
多
く
の
例
を
見
る
あ
は 、
乙
の
時
代に
は 、
あ
が
君・
あ
が

仏・
あ
が
御
許な
ど
の
ど
く
限
ら
れ
た
詩
形の
中に 、
わ
ず
か
に
形
骸
を
と
ど

め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い 。

「
が」
の
う
け
る
の
は
以
上
で
あ
る
(
用
例
数
は
表
白
参
照)
が、
こ
れ
ら

の
多
く
は 、
「
の」
で・つ
け
る
も
の
と
は
対
照
的に 、
本
来 、
人
代
名
詞
と
し

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
反
照
桁
示
や
不
定
称
で
は 、
「
が」
が

そ
の
人
物に
対
す
る
敬
語
と
併
存
し
て
い
る
ζ
と
も
多い 。

O
わ
が
御
家へ
も
容
り
給
は
ず
し
て
〈
翁
詞・
竹
取お
V

O
(
源
は)
わ
が
持
給へ
る
に
さ
し
かへ
て
八
紅
葉m
v

Oた
が
御
為
もい
と
ほ
し
く八

弁
ら
詞・
総
角川明
V

O
誰
が
お
は
す
る
に
か
あ
ら
む八
尼
罰・
夢
浮
橋m
v

今
昔
物
語
集
に
か
な
り
の
用
例
の
あ
る
此・
其・
彼
の一
野へ
の、
両
助
副

の
承
接
状
況
は 、
次
の
表
帥
に
示
す
通
りで
あ
る 。
そ
の
う
ち
「の」
で
う
け

表(四)

「の」 「が」

体|主

此 4 2 3 1 

此レ l 6 

此等 | 1 1 

| 其 92 18 2 6 

其レ 9 I 34 

其等 1 

彼 5 5 4 

彼レ 7 2 
彼等 3 

。

と

む

が

・レ合
例

カ

を
ー

は

例・
彼

f」
司&
・

項

例

体

の

た

」

彼

れ

が

キC F1
体

き

鏡

」

番

大

。

が

な

に

る

「

か

他

あ

36 

る
此・
其・
彼
は 、
そ
れ
ぞ
れコ・
ソ・
カ
と
訓
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が、

一
方
「
が」
で-つ
け
る
も
の
は
此レ・
其レ
・

彼レ
と
捨て
が
な
の
あ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
のと
と 、
此・
其・
彼
と
なっ
て
い
る
場
合
も
や
は
りコ
レ・
ソレ

・
カレ
(
此
等・
其
等・
彼
等
はコ
レ
ラ・
ソ
レ
ラ・
カレ
ラ)
と
訓
ん
で
い

(補注)

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
ζ
の乙
と
は 、
他の
資
料
の
か
な
脅さ
の
用
例
か
ら

類
推さ
れ
る
と
ζ
ろ
で
あ
る 。
た
だ 、
そ
に
は
今
昔
物
語
以
外
の
資
料で
は

「
が」
の
接
す
る
六
例
が
あ
り 、
か
な
り
揺
れ
の
度
合
が
大
き
かっ
た
乙
と
を

う
か
が
わ
し
め
る 。
(
表
口・
白
参照)

不
定
称
の
な
に
が
し
は 、
両
助
詞
と
もに
う
け
る
乙
と
表
白・
白
に
示
す
通

(注初)

りで
あ
る
が、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
と 、
「
が」
で
う
け
る
も
の
に
は
敬
語

を
伴
な
う
例
が
な
い
の
に
対し 、
「の」
で・つ
け
る
も
の
は 、
枕草
子・
大
鏡

(注引)

の
各三
例
が、
そ
れぞ
れ
敬
語
を
伴
なっ
て
い
る 。
源
氏
物
語
の
六
例
は
敬
語

(注n)

を
伴
な
わ
な
い
が、
う
ち
五
例
は 、
な
に
が
し
抽出
都・
な
に
が
し
の
朝
臣な
ど

の
形
を
と
り 、
な
に
が
し
単
独で
敬
語
を
伴
な
わ
な
い
例
は 、
そ
れ
が
暗に
孔

子
を
指
す
次
の一
例
の
み
で
あ
る 。

Oな
に
が
し
の
教へ
も八
内
大
臣
詞・
藤一公
葉山
V



平安 時 代の「のJ rが」 に ついて

4
数詞

最
も
一

般
的
な
ひ
と
り
・

ふ
た
り
・

五
人
な
ど
の
形
に
は
両
助
詞
と
も
に
接

す
る
(
「
の
」

体一
八
・

主
一
例 、
「
が
」

体
一
五
・

主
七
例) 。

多
人
数
を
意

味
す
る
あ
ま
た
(
乙
乙
ら
・

そ
乙
ら)

の
場
合
も
同
様
で
あ
る
(「
の
」

あ
ま

た
休
八
・
ζ
こ
ら
体
三
・

そ
乙
ら
体
一

例 、
「
が
」

あ
ま
た
体
三
例) 。

O
五
人
の
中
に
八
姫
詞
・

竹
取
担
V

O
「
:

」

と
い
ふ
い
ま
ひ
と
り
の
あ
れ
ば
八
更
級
m
v

O
一
人
し
て
二
人
が
物
を
ば 、

い
か
で
持
た
る
べ
き
ぞ
八
方
弘
詞
・

枕
一

O

八
郎
V

O
此
/

一
人
則

被
突
殺
り

ル
ヲ

否
不
知
ズ
八
今
昔
二
九
|

七
m
v

O
あ
ま
た
の
中
花 、

ま
づ
と
り
分
き
て
ゆ
か
し
く
も

頼
も
し
く
も
乙
そ
八
柏

木
母
詞
・

若
菜
下
山
V

O
あ
ま
た
が
中
に 、

猶 、

際
ま
さ
り 、

殊
な
る
け
ぢ
め
見
え
た
る
ζ
そ
八
夕

霧
詞
・

タ
霧
m
v

と
ζ
ろ
が 、
「
の
」

に 、

次
の
よ
う
な
敬
語
を
伴
な
う
例
が
多
い
(
ひ
と
り
の

類
の
う
ち
体
一
一

例 、

あ
ま
た
体
五 、

ζ
乙
ら
・

そ
乙
ら
各
休
一

例)

の
に
対

し 、
「
が
」

に
は
そ
れ
が
な
い
の
が
注
目
さ
れ
る 。

O
人
ひ
と
り
の
御
か
し
づ
き
に
八
桐
査
弘
V

O
か
く
あ
ま
た
の
御
中
に
八
乳
母
詞
・

若
菜
上
m
v

一

人
・

二
人
の
意
の
一

と
と
ろ
(
一
か
た)
・

二
と
と
ろ
に
は 、

す
べ
て

「
の
」

が
つ
く

(
体一
八
・

主
二
例) 。

O
ひ
と
所
の
御
光
K
は
〈
葵
m
v

O
乙
の
二
所
の
御
有
様
八
世
次
詞
・

大
鏡
五
m
v

O
ζ
の
い
ま
一
か
た
の
出
で
入
り
す
る
を
八
悼開
始
日
上
山
V

ほ
か
に
稀
な
例
と
し
て 、
一
つ
・

二
代
・

七
僧
・

六
十
僧
・

一
す
ぢ
合
せ
て

体
七
・

主
一

例
が
あ
る
が 、

そ
れ
ぞ
れ
「
の
」

で-
つ
け
て
い
る 。

対
象
は
同
一
人
物
で
も 、

そ
の
捉
え
方
が
違
う
場
合 、

次
の
よ
う
に
両
助
詞

を
使
い
分
け
る 。

一
l

在
五
中
将
の
名
八
藤
壷
詞
・

絵
A口
m
v

「
業
平
が
名
八
平
内
侍
詞
・

同
V

一
|

少
納宜
の 、

し
る
べ
し
て
聞
え
出
し
は
じ
め
の
事
な
ど
八
明
石
田
V

一
|

良
清
が
領
じ
て
い
ひ
し
け
し
き
も
八
同
V

一
|

祖
ノ

云
ク
八
今
昔
二
五
|

一
一
一
制
V

一

頼
信
ガ

云
ク
〈
同
V

あ
る
程
度
の
揺
れ
は
た
し
か
に
あ
る 。

し
か
し 、

本
，掌
で
見
て
き
た
諸
事
実

は 、

両
助
詞
が-
つ
け
る
詩
の
性
質
に 、

か
な
り
は
っ
き
り
と
し
た
傾
向
の
違
い

が
あ
る
乙
と
を 、

実
証
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
る 。

次
に 、

韻
文
中
で
の
両
助
詞
の
承
接
状
況
を
考
え
る 。

そ
の
際 、

物
語
・
日

記
の
地
の
文
や
会
話
文
に
そ
の
一

部
を
引
用
さ
れ
た
和
歌
の
類
も 、

と
ζ
に
含

め
て
考
え
る
と
と
に
す
る 。

ま
ず
自
に
つ
く
の
は
次
の
二
点
で
あ
る 。

-

散
文
中
と
比
較
し
た
と
き 、
「
が」

でャ
つ
け
る
割
合
が
大
き
く 、

と
く

{注目ω}

に
連
休
修
飾
格
に
お
い
て
著
し
い。
(
表
付)

-
E

両
助
詞
と
も
に 、

そ
の・
つ
け
る
人
物
を
表
わ
す
体
言
が 、
一

部
の
語
に

片
寄
っ

て
い
る 。

韻
文
中
で 、

両
助
詞
の
う
け
る
体
言
と
そ
の
用
例
数
は
表
伺
に
示
す
と
と
ろ

で
あ
る
が 、
「
の
」
で・
つ
け
る
の
は
人
が
大
半
を
占
め 、

身
・

神
・

あ
ま
・

山
が

つ
を
加
え
る
と
ほ
ぼ
九
割
に
達
し 、

一

方 、
「
が」

で・
つ
け
る
用
例
は 、

わ
が
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表(五) <領文>

人
身
ネ111

あ ま
「の」 山 がつ

そ 普通名詞
の 固有名詞
イ也 数 詞

計
わ(れ〕
君
fこ
お の
せ と
い も

「が」 な
ま ろ

そ 普通名詞
の 固有名詞他 数 詞

計
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計 93 10 9 23 
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l 153 43 22 7 5 2 2 2 

。4 
l 1 89 
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平 安 時 代 の「のJ rが」について

ほ
ぽ
半
ば
を
占
め 、

ほ
か
に
君
・

た
・

お
の
・

せ
と
・

い
も
・

な
が
め
だ
っ
程

度
で
あ
と
は
ど
く

少
い 。

そ
し
て 、

そ
れ
ぞ
れ
は 、

い
わ
ば
「
の
」

専
用 、

「
が」

専
用
と
い
っ

て
よ
く 、

互
い
に
交
流
す
る
乙
と
は
ま
ず
な
い 。
「
の
」

に
は
例
外
と
し
て 、

次
の
三
例
を
見
る
が 、

O
ふ
し
て
恩
ひ
起
き
て
数
ふ
る
万
代
は
神
ぞ
知
る
ら
ん
わ
が
君
の
た
め
八
古

今
七
m
v

O
み
な
人
の
そ
の
香
に
め
づ
る
藤
袴
君
の
み
た
め
と
手
折
り
た
る
け
ふ
八
大

和
一

五
三
姉
V

O
わ
ぎ
も
こ
の
ね
く
た
れ
髪
を
猿
沢
の
池
の
玉
藻
と
見
る
ぞ
悲
し
き
八
大
和

一
五
o
m
v

(注包)

大
和
物
語
の
二
例
は 、

異
本
に
は
「
が」

と
あ
る
ら
し
く 、

古
今
集
の
は
「
わ

が
君
の
た
め
」

と
い
う
音
連
続
に
関
係
が
あ
る
と
恩
わ
れ
る 。
一

方
「
が」

の

例
外
は
次
の
一

例
の
み
で
あ
る 。

O
あ
ま
が
積
む
な
げ
き
の
中
に
し
ほ
た
れ
て
い
つ
ま
で
須
磨
の
浦
に
眺
め
む

〈
須
磨
お
V

韻
文 、

と
と
に
和
歌
に
用
い
ら
れ
る
語
に
は 、

人
物
に
関
し
な
い
語
で
も
一

般
に
あ
る
限
定
が
あ
る 。

と
れ
は 、

す
で
に
よ
く

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に 、

い

わ
ゆ
る
歌
語
と
し
て
の
意
識
か
ら 、

散
文
中
の
よ
う
に
自
由
な
語
の
選
択
が
許

さ
れ
ず 、

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
固
定
化
し
た
表
現
が
と
ら
れ
や
す
い
と
い
う
と

と
な
の
で
あ
ろ
う 。

「
が」

の
比
較
的
優
勢
で
あ
る
原
因
は
何
か 。

乙
の
時
代
の
和
歌
の
多
く

が 、

恋
を
は
じ
め
と
す
る
作
者
の
主
情
の
表
現
で
あ
る
乙
と
を
考
え
る
と
き 、

話
し

手
の
対
象
に
対
す
る
感
情
を
表
現
し
や
す
い 、

前
述
の
わ
・

君
以
下
の
語

が
多
用
さ
れ
る
と
と
は 、

む
し
ろ
当
然
で
あ
り 、

そ
と
に
主
因
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

ζ
乙
で 、

君
と
い
う
語
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い 。

と
の

語
は
韻
文
中
で
は 、

ほ
ぼ
「
が」

専
用
で
あ
る
が 、

散
文
中
で
は
逆
に
「
の
」

専
用
と
な
る 。

そ
ζ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
窓
味
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と 、

そ
こ
に
か
な
り
な
違
い
の
あ
る
と
と
に
気
付
く
の
で
あ
る 。

ω

「
の
」

で・
つ
け
る
場
合
八
散
文
V

ア

主
君
や
敬
意
の
対
象

O
(
帯
万
と
阿
漕
は)

か
た
み
に
君
(
落
寝
姫)

の
御
心
ば
へ
ど
も
を
諮
る

八
落
窪
一
回
V

O
君
(
光
源
氏)

の
御
追
風
い
と
異
な
れ
ば
八
若
紫
mm
v

O
(
右
近
は)

君
(
浮
舟)

の
あ
と
近
く

臥
し
ぬ
八
浮
舟
m
v

ふ一b v
の
が卦
(
主
君)

刑判
仰
言
を
ば
八
大
伴
大
納
言
詞
・

竹
取
必
V

O
君
(
光
源
氏)

の 、

か
う
ま
め
や
か
に
の
た
ま
ふ
に
〈
末
摘
附
V

イ

一

種
の
敬
称

O
恒
忠
の
君
の
委
八
大
和
五
八
m
v

O
源
氏
の
君
の
御
〔
詩〕

八
花
宴
制
V

O
い
も
う
と
の
君
の
事
八
帯
木
m
v

O
中
納
言
の
君
の 、

忌
日
と
て
く
す
し
が
り
お
と
な
ひ
給
ひ
し
を
八
枕
一
二

九
m
v

)

(注お)

ウ

妻
子
な
ど
近
し
い
相
手

O
君
(
紫
上)

の
御
身
八
源
詞
・

若
菜
下
抑
V

O
君
(
明
石
上)

の
御
徳
八
明
石
尼
詞
・

若
菜
上
捌
V

O
君
(
紫
上)

の 、

春
の
曙
に
心
し
め
給
へ
る
も
〈
源
詞
・

薄
雲
捌
V

散
文
に
お
け
る
君
の
用
例
は 、

源
氏
物
語
の
体
三
六
・

主
三
O
例
を
は
じ

め 、

全
資
料
を
通
し
て
体
五
九
・

主
五
六
例
あ
り 、

そ
の
ほ
か 、

君
達
・

男
君

.
女
君
・

若
君
・

姫
君
・

母
君
・

尼
君
・

お
と
ど
の
君
・

か
ん
の
君
・

三
の
君
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な
ど 、

複
合
語
の
例
も
多
い
が 、

す
べ
て
「
の
」

が
承
接
し
て
い
る 。

ω

「
が
」

で
う
け
る
場
合
八
韻
文
V

ア

女
が
男
に
対
し
て

O
君
料
心
の
つ
ら
け
れ
ば
八
末
摘
↓

源
・

末
摘
m
v

O
君
刺
あ
た
り
見
つ
h
を
居
ら
ん
八
女
↓

男
・

伊
勢
二
三
m
v

O
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む
八
同
・

同
V

イ

男
が
女
に
対
し
て

O
君
刺
た
め
手
折
れ
る
校
は
八
男
↓

女
・

伊
勢
二
o
m
v

O
ゆ
く
べ
き
も
の
を
君
が
家
路
に
〈
宮
↓

式
部
・

和
泉
制
V

O
君
が
か
く
な
き
あ
か
す
だ
に
悲
し
き
に
〈
少
将
↓

姫
・

落
径
一

回
V

ウ

一

般
の
近
し
い
間
柄

O
君
料
凝
り
を
見
る
よ
し
も
が
な
八
母
↓

浮
舟
・

東
屋
間
V

O
君
が
た
め
に
ぞ
年
も
つ
む
べ
き
八
浮
舟
↓

桃
川
僧
都
の
妹
尼
・

手
習
仰
V

O
君
が
折
る
峰
の
蕨
と
見
ま
し
か
ば
八
大
君
↓

父
八
宮
・

惟
本
m
v

そ
の
ほ
か 、

向
性
の
友
を
指
し
た
も
の 、

O
君
が
み
け
し
と
た
て
ま
つ
り
け
れ
八
紀
有
常
↓

友
・

伊
勢
一
ム
ハ
m
v

も
あ
る
が 、

数
の
上
で
は 、

男
女
が
互
い
に
相
手
を
指
す
例
が
多
数
を
占
め
て

い
る 。

な
お 、

次
の
例
は
君
が
天
皇
を
指
す
も
の
で
あ
る 。

と
の
際
「
君
が
み

か
げ」

と
敬
語
を
伴
な
っ

て
い
て
も 、

や
は
り
「
が
」

で
う
け
て
い
る 。

O
君
が
み
か
げ
に
ま
す
影
は
な
し
八
常
陸
歌
・

古
今
ニ
O
悶
V

O
君
が
住
む
や
ど
の
梢
を
八
菅
公
歌
・

大
鏡
二
花
V

以
上
の
実
態
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か 。

万
葉
集
の
君
は
女
が
親
し
い
男
に
対

し
て
使
う
乙
と
が
多
く 、

男
同
士
で
使
わ
れ
る
乙
と
も
あ
っ

て 、

「
表
現
主
体

が
極
め
て
親
し
い
関
係
に
あ
る
相
手
を
指
す
も
の
」

と 、

か
つ
て
青
木
伶
子
氏

(注お)
は
い
わ
れ
た

。

そ
し
て 、

上
代
で
は 、

君
は
専
ら
「
が
」

で
う
け
る
と
さ
れ
て

い
る 。

と
す
れ
ば 、

君
は
次
第
に
そ
の
意
味
を
広
げ
つ
つ 、

親
し
い
も
の
か
ら

敬
意
の
対
象
と
な
る
も
の

で

親
近
感
か
ら
改
ま
っ
た
感
じ
の
も
の
へ
と
移
り

変
り 、

平
安
時
代
で
は
前
述
の
様
相
を
呈
す
る
に
至
っ
た
と
推
定
さ
れ
る 。

そ

し
て 、

固
定
化
し
た
表
現
を
と
り
や
す
い
韻
文
の
中
で
は 、

た
と
え
君
が
天
皇

を
指
し 、

敬
語
を
伴
な
う
時
に
も 、

「
君
が
」

と
い
う
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
形

は
変
え
ら
れ
な
か
っ
た

。

そ
れ
に
比
し
て
散
文
中
で
は 、

比
較
的
自
由
な
乙
と

ば
が
選
ば
れ
る
た
め
に 、

天
皇
を
指
す
に
は
他
の
語
が
使
わ
れ 、

ま
た 、

君
の

意
味
内
容
の
変
化
に
応
じ
て 、

そ
れ
を・
つ
け
る
「
が
」

が 、

「
の
」

に
そ
の
地

、，，，、ー'''

位
を
譲
り
渡
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

な
お 、

ω
の
ア
・

ィ 、

お

よ
び
ω
の
う
ち
君
が
天
皇
を
指
す
も
の
は
普
通
名
詞 、

ω
の
そ
れ
以
外
と
ω
の

ウ
は
代
名
詞
と
認
め
ら
れ
る 。

そ
の
ほ
か 、

普
通
名
詞
で
ニ
例
以
上
見
ら
れ
る
語
は 、

親
が
古
今
集
体
・

主

各
一

例 、

大
和
物
語
体
一

例 、

源
氏
物
語
体
二
例 、

子
が
古
今
集
・

源
氏
物
語

・

大
鏡
に
そ
れ
ぞ
れ
体
一

例
(
み
ど
り
ど
鰭
蛤
日
記
主
一

例 、

わ
ぎ
も
と
大
和

物
語
体
一

例) 、

す
ベ
ら
ぎ
も
子
と
同
じ
で
計
三
例 、

橋
姫
が
源
氏
物
語
に
体・

主
各
一

例 、

山
姫
が
古
今
集
・

源
氏
物
語
に
各
主
一

例 、

準
人
物
と
し
て
た
な

ば
た
が
古
今
集
と
平
中
物
語
に
各
主
一

例 、

源
氏
物
語
に
休
一

例
(
た
な
ば
た

つ
め
古
今
集
体
一

例) 、

山
彦
が
古
今
集
に
主
二
例 、

平
中
物
語
・

時
蛤
日
記

K
各
体
一

例
あ
り 、

そ
れ
ぞ
れ
「
の
」

で-
つ
け
て
い
る 。
「
が
」

で-
つ
け
る
も

の
は 、

乙
女
子
源
氏
物
語
体
二
・

主
一

例
が
あ
る 。

ま
た
を
と
め
は
次
の
よ
う

に
「
の
」
「
が
」
一

例
ず
っ
と
な
っ

て
い
る 。

O
天
つ
風
雲
の
か
よ
ひ
路
吹
き
と
ぢ
ょ
を
と
め
の
姿
し
ば
し
と
Y
め
ん
八
古

A寸
一

七
m
v

O
い
は
ほ
に
も
身
を
な
し
て
し
が
年
へ
で
も
お
と
め
が
撫
で
む
袖
を
だ
に
見

む
八
平
中
川出
V
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固
有
名
詞で
は 、
源
氏
物
語
の
笠
岡
姫・
楚
王
各
体一
例 、
大
和
物
語
の
竹

取
主一
例
は
「
の」
で 、
蛸
蛤
日
記
の
西
王・
枕草
子
の
元
輔
各
体一
例 、
今

昔
物
語
の
サ
タ
主一
例
は
「
が」
で・つ
け
て
お
り 、
数
詞
と
し
て
は 、
「の」

で
う
け
る
大
鏡
の
身ひ
とつ 、
「
が」
で・つ
け
る
古
今
集
の
ひ
と
りひ
と
り
各

主一
例
が
見
出
さ
れ
る 。

以
上
が、
韻
文に
お
け
る
両
助
詞
承接
の
実
態
で
あ
る 。
君
の
う
け
方に
散

文
中
と
は
大
き
な
違い
が
あ
り 、
ま
た 、
両
助
詞
と
もに
あ
る一
部
の
き
まっ

た
語
を・つ
け
る
ζ
と
が
多
かっ
た 。
し
か
し 、
そ
の
上
接
語
の
性
質
を
比
較
し

た
と
き 、
散
文
中
と
特に
か
わっ
た
傾
向
は
見
出
し
得
な
い 。

四

平安 時 代の「のJ Iが」 に ついて

前二
章で
述べ
た
通
り 、
「
の」
で-つ
け
る
人
物の
中に
は 、
敬
意
の
対
象

と
な
るべ
き
も
の
も
多い
が、
そ
の
反
面 、
身
分
の
低い 、
卑し
むべ
き
者
も

あ
り 、
憎
悪や
罵
り
の
対
象さ
え
含
ま
れ
て
い
た 。
ま
た
自
称
の
代
名詞
も
あ

っ
た 。
一
方
「
が」
で・つ
け
る
も
の
に
は 、
諸
家
の
説
か
れ
る
よ
う
な
卑
下・

親
愛・
軽
侮・
憎
悪
な
ど
の
気
持
の
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
多い
が、
乙
れ
と
て

も
ま
た 、
わ・
お
の
な
ど
が
反
照
指
示
の
代
名
詞
と
し
て 、
高
貴な
方ど
自
身

の
窓
と
な
り 、
そ
の
人
物へ
の
敬
語
と
と
も
に
使
わ
れ
ると
と
が
あ
り 、
不
定

称
代
名
詞
た
や
和
歌
の
中で
天
皇
の
意
に
用
い
ら
れ
る
君
につ
い
て
も
同
様で

あっ
た 。

い
か
な
る
人
物
を
表
わ
す
休一言
を
「
の」
で
う
け 、
ま
た
「
が」
で・つ
け
る

(注幻)

か
は 、
多
分
に
形
式
的 、
慣
習
的
な
も
の
で
あっ
て 、
い
わ
ゆ
る
敬
語
法
の
よ

う
に 、
そ
の
場に
お
け
る
話し
手
の、
対
象に
対
す
る
待
遇
感
情
が、
鋭
敏に

反
映
さ
れ
る
も
の
と
は 、
お
の
ず
か
ら
性
格
を
異に
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ

る 。
従っ
て 、
例
え
ば
わ
を
「
が」
で
う
け
る
こ
と
が
慣
習
化
す
る
と 、
わ
が

前
述
の
意
に
用い
ら
れ 、
敬
語
と
併
用
さ
れ
る
段
階に
なっ
て
も 、
わ
が
の
形

は
容
易に
改
め
ら
れ
ず 、
話し
手に
も
何
ら
矛
盾
を
感
じ
さ
せ
な
かっ
た
の
で

あ
る 。

「
の」
「
が」
両
助
詞
の
待
遇
表
現
上
の
差
異が、
両
助
詞
の
持つ
文
法
機
能

上
の
途い
に
随
伴
す
る
も
の
で
あ
ろ
う乙
と
は 、
す
で
に
説
か
れ 、
上
接
語
を

指
す
の
に
「
の」
は
弱
く
「
が」
は
強い 、
そ
し
て 、
人
を
強
く

指
示
す
ると

と
は 、
そ
の
人
を
軽ん
ず
る
気
持
を
伴
な
い 、
間
接
的に
ゆ
る
く

指
すと
と
は

{注犯)

尊
敬
感
を
伴
な
う
と
さ
れ
て
い
る 。
私
もと
の
考
え
に
根
本
的な
異
議
を
さ
し

は
さ
む
も
の
で
は
な
い
が、
平
安
時
代に
お
け
る 、
人
物
を
表
わ
す
体
言に
承

接
す
る
両
助
詞
の
使い
分
け
とい
う
観
点
か香り
す
れ
ば 、
次
の
よ
うに
結
論づ

け
る
ζ
と
が
で
き 、
ま
た
そ
の
方
が
よ
り
直
接
的で
判
然
と
す
る
と
考
え
る
の

で
あ
る 。
すな
わ
ち 、
そ
の
休
言
本
来
の
意
味か
ら
し
て 、
そ
れ
が、
話し
手

と
ど
れ
位
の
心
理
的
距
離
(
親
疎
関
係)
に
あ
る
語
か 、
換
言
す
れ
ば 、
話
し

手
が、
対
象
を
ど
の
程
度
客
体
化
し
て
捉
え
た
語
か 、
と
い
う
ζ
と
に
よっ

て 、
両
助
詞
の
い
ず
れ
で
う
け
る
か
が
き
ま
る
の
で
あっ
て 、
一
般
的に
は 、

。
話し
手
と
の
心
理
的
距
離
が
大
き
い
語に
は
「の」
が、
小さ
い
語に

は
「
が」
がつ
き
や
すい 。

と
い
え 、
具
体
的に
は 、

①
普
通
名
詞
は
「の」
でャつ
け
る
の
が
原
則 。
た
だ
し 、
下
級の
官・
職

名 、
本
来
肉
親
を
表
わ
す
語
ゃ 、
話
し
手
自
身
を
指
す
場
合に
は 、
「
が」

で
う
け
ると
と
も
あ
る 。

②
固
有
名
詞
の
う
ち 、
人
名に
直
続
す
る
場
合
は
「
が」
が
原
則 。
特に

話
し
手
自
身
を
指
す
と
き
は
「
が」
に
限
る 。
官
名・
敬
称
を
介
し
た

り 、
間
接
的
に
そ
の
人
物
を
指
す
語
を
用い
る
場
合
は
「
の」
で・つ
け

る 。
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③
本
来
の
人
代
名
詞
は
「
が」 、

で
う
け
る
の
が
原
則 。

④
数
詞で
は 、
一
般
的な
形ひ
と
り・
二
人
な
ど
は
「
の」
「
が」
い
ず

れ
で
も-つ
け
る
が、
そ
の
場
合
も
敬
語
を
伴
な
う
と「
の」に
限
ら
れ
る 。

一
と
と
ろ・一
か
た
の
よ
う
な
間
接
的な
い
い
方
の
時
は
「の」
専
用 。

と
い
うと
と
に
な
る 。

ひ
と
乙
と
付
け
加
え
る
と 、
待
遇
表
現
の
面
か
ら
す
る
と
き
は 、
両
助
詞
の

い
ず
れで・つ
け
る
か
と
い
う乙
と
よ
り
も 、
む
し
ろ 、
そ
れ
以
前
の、
話
し

手

が
対
象
と
な
る
人
物
を
表
わ
す
の
に 、
ど
ん
な
性
質
の
語
を
用い
た
か
と
い
う

点に 、
重
点
を
置
く

方
が
よ
り
妥
当で
あ
ろ
う
と
私
は
考
え
る 。

他
か
ら
転
成
し
た
人
代
名
詞
は
「
の」

〔
注〕

(
注
1)

主
な
も
の
に、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
「
日
本
大
文
典」
(
土
井
忠
生
博
士
訳)

八 、
九 、
五
O一
・

二
・一ニ

ペ 、
成
章
「
あ
ゆ
ひ
抄」
巻
三 、
小
林
好
日
博

士
『
助
詞
「
が」
の
表
現
的
価
値』
〈
国
語
と
国
文
学
昭
臼-
m
v 、
青
木

伶
子
氏
『
奈
良
時
代
に
於
け
る
述
体
助
詞
「
ガ」
「
ノ」
の
差
異
に
つ
い
て』

八
同
昭
幻・
7
v 、
山
崎
久
之
氏
『
助
詞
「
の」
「
が」
の
表
現
的
価
値』

八
群
馬
大
紀
要
巴印N
V 、
浅
見
徹
氏
『「
広
さ」
と
「
狭
さ」』
八
万
葉
昭
幻

・
7
v 、
此
島
正
年
氏
『
古
代
に
お
け
る
格
助
詞
「
が」』
八
国
学
院
雑
誌

昭
紅-
u
v 、
安
田
喜
代
門
氏
『
格
助
詞
ガ
の
研
究』
八
同
V 、
寿
岳
章
子

氏
『
室
町
時
代
の
「
の・
が」』
八
国
語
国
文
昭
お・
7
v 、
桑
原
淑
子
氏

『
古
代
に
お
け
る
待
遇
表
現』
八
国
語
国
文
学
(
岐
阜
大)
昭
お・
5
V
な

ど
が
あ
る 。

(
注
2)
前
掲
の
う
ち 、
此
島
氏
は
源
氏
物
語・
土
佐
日
記・
古
今
集
を 、
安

田
氏
は
勅
撰
集
の
詞
蓄
を 、
桑
原
氏
は
八
代
集
の
詞
書
を
資
料
と
さ
れ
る 。

(
注
3)
引
用
の
際
は
適
宜
漢
字
を
当
て 、
洋
数
字
で
大
系
本
の
ぺ
l
ジ
を一示

す 。
連
休
修
飾
格・
主
格
の
判
定
は
独
自
に
し
た
も
の
が
若
干
あ
る 。
大
和

物
語
附
載
説
話・
鯖
蛤
日
記
附
録
家
集
は
省
い
た 。

(
注
4)
ほ
か
に、
形
容
詞
(
終
止
形・
語
幹)
を
う
け
る
「
の」
四
例
が
見

ら
れ
る 。

O
例
の
心
な
し
の、
か
〉
る
わ
ざ
を
し
て
さ
い
な
ま
る
〉
ζ
そ
八
女
房
詞・

若
紫
胤
V

O
此
愛
敬
な
し
の
出
で
ぬ
さ
き
に
八
落
窪
二
凶
V

O
徳
人・
た
よ
り
な
し
叫
家
の
う
ち
の
作
法
八
世
次
詞・
大
鋭
三
m
v

O
か
注
る
命
な
が
の
い
き
あ
は
ず
侍
ら
ま
し
か
ば
八
霊
木
詞・
同
六
捌
V

(
注
5)
以
下 、
体・
主
と
略
記
す
る
と
と
が
あ
る 。

(
注
6)
復A口
語
も
含
め
て 、
人
体
約一
五
五
0・
主
約一
二
八
O
例 。
女
体

約
二
四
0・
主
約一
五
五
例 、
男
体
約一
二
0・
主
約一
四
五
例 。

(
注
7)
例
外
と
し
て 、

O
只
今
乙
訟
な
る
人
/\
が
い
ふ
を
聞
け
ば
八
兼
家
詞・
鯖
始
日
中
m
v

の
ほ
か 、
源
氏
物
語
の
宿
直
人
主
三
例 、
(
注
目)
の一
例 、
大
和
物
語
の

女
ど
も
主一
例
は 、
「
が」
で
う
け
て
い
る 。

(
注
8)
厳
密
に
は 、
言
語
主
体
(
ま
た
は
表
現
主
体)
と
呼
ぶ
べ
き
も
の。

(
注
9)
海
賊
は
引
用
例
以
外
に、
源
氏
物
語
主一
例 、
今
昔
物
語
集
体
三・

主一
例 、
敵
は
ほ
か
に
枕
草
子
体一
例 、
今
昔
物
語
集
体一
三・
主
六
例 、

奴
は
同
集
に
体
三・
主一
三
例
あ
り 、
そ
の
ほ
か 、
強
盗・
放
免・
乞
匂
な

ど
の
用
例
も
あ
る
が 、
すべ
て
「
の」
で
う
け
る 。
次
は
憎
悪
の
対
象
を

「
の」
で
う
け
る
例 。

O
北
方 、
落
径
の
な
き
を
ね
た
う
い
み
じ
う 、

し
き
ふ
け
ん
と
惑
ひ
給
ふ
八
務
窪
二
凶
V

(
注
叩)
三
類
に
入
ら
な
い
も
の
と
し
て
は 、
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い
か
で
や
つ
の
為
に
ま
は
し



平 安 時 代 の 「の J r が」 に ついて

O一
文
字
を
だ
に
知
ら
ぬ
も
の
し
が、
足
は
十
文
字
に
踏
み
て
ぞ
あ
そ
ぶ

八
土
佐
m
v

O
お
と
Y
が
か
う
/\
な
ん
の
た
ま
ひ
つ
る
八十治
窪
三
m
v
(
異
本
「
お
と

ど
に」
大
系
本
頭
注)

O
と
の
女
御
の
は
ら
め
る
子 、
男
な
ら
ば
巨
が
子
と
せ
ん
八
天
智
帝
詞・
大

鋭
五
m
v

O
夜
ミ

会
坂/
盲ガ
賂ノ
辺ニ
行テ
八
今
昔
二
四
|一一一一

m
v

が
あ
る
が 、
前
二
例
は
問
題
の
あ
る
個
所 。
次
の一
例
は
完
全
に
例
外
と
い

・つベ
ムき
・も
の。

O
も
し
さ
ら
ず
は
先
帝
の
み
乙
た
ち
が〔
所〕
な
ら
ん〈
人
詞・
蛸
蛤
日
中
mv

(
注
日)
今
昔
物
語
集 、
甥・
孫・
合
笠
各
体一
例 、
妹
兄
主一
例
に
は「
が」

が
つ
い
て
い
る 。

(
注
ロ)
父
宮・
父
上・
父
主・
御
母・
母
君・
母
堂
な
ど
は
「
の」
専
用
で

あ
る
の
で
除
く 。
た
だ
し 、
継
母
は
合
む 。

(
注
目〉
乙
の
場
合
も 、
人
が
の
例
は
と
の一
例
の
み 。

(
注
比)
大
鏡
「
が」
体 、
世
次・
霊
木
五 、
し
ろ
め(
遊
女)一 、
将
門一 、

下
級
釘
族
六 。
主 、
世
次・
霊
木
四 、
女
房一 、
下
級
貴
族
二 、
随
身一 、

絵
師一
の
ほ
か 、
帝
の
怒
り
の
気
持
を
表
現
し
た
次
の一
例 。

O
伊
予・
兼
通・
兼
家
な
ど
が
い
ひ
も
よ
ほ
し

て
せ
さ
す
る
な
ら
ん
八
村
上

帝
詞・
大
銃
三
山
V

「
の」
は 、
皇
妃
九 、
公
卿
九 、
下
級
貸
族
六 、
女
房一一 、
白
居
易一
例

で
あ
る 。

(
注
お)
落
窪
物
語
は
弁
の
君 。
今
昔
物
詩
集
は 、
河
内
祁
師
体
ニ
・

主一

例 、
(
藤
原)
為
盛/
朝
臣
八
越
前
守
V
休・
主
各一
例 、
(
大
江)
定
基
朝

臣
八
三
河
守
V-
藤
原/
定
成/
朝
臣
八
阿
波
守
V-
平/
惟
時ノ
朝
臣
〈

上
総
前
司
V・
俊
平
入
道
八
丹
後
前
司
V
各
体一
例
で
あ
る 。

(
注
目)
O
か
ぐ
や
姫
て
う
大
盗
人
の
奴
が 、
人
を
殺
さ
ん
と
す
る
な
り
け
り

八
大
伴
大
納
言
詞・
竹
取
ω
V
同
じ
周
り
表
現
で
も
次
例
は
「
の」 。

O
あ
と
ぎ
と
い
ふ
盗
人
の、
か
く
人
も
な
き
折
を
見
つ
け
て
し
た
る
な
り

八
北
方
詞・
溶
窪
二
回
V

(
注
げ)

「
が」
で
う
け
る
例
外
二 。

O
み
づ
か
ら
が
小
室
に
て
あ
り
し
時
八
重
木
詞・
大
銃一
お
V

O
自一フガ
為ニモ
霊キ
犯シ-τ
セ
不
侍ゾ
八
男
詞・
今
昔
二
六
二
削
V

(
注
凶)

「
の」
で・つ
け
る
例
外一 。

O
我
等/ 、
九/
住ケル
嶋ヲ
不
知デ
来ニ
ケリ
八
佐
渡
閑
人
心
・

今
昔
三一
|

一
六
捌
V

(
注
目)
O
し
が
身
の
程
知
ら
ぬ
と
そ
い
と
心
変
け
れ
八
北
方
詞
・

落
窪一

部
V
(
松
尾
柚輔
氏
は
対
称
と
注
さ
れ
る
が
他
称
と
見
る 。)

(
注
却)
大
鋭
の
例
は
な
に
が
し
の
史 、
今
持
物
詩
集
の
例
は
某
大
徳
の
形
を

と
る 。

(
注
幻)
枕
草
子
の
う
ち
二
例
は
な
に
が
し
殿 、
大
銃
三
例
は
な
に
が
し
ぬ
し 。

(
注
幻)
な
に
が
し
の
朝
臣
二 、
な
に
が
し
僧
都・
な
に
が
し
律
師・
な
に
が

し
の
み
乙
各一
例 。

(
注
お)一
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(
注
M)
大
系
木
校
異
八
同
書
初
V

(
注
お〉
当
時
の
皇
族
や
貴
族
の
聞
で
は 、
近
し
い
間
柄
K
も
敬
訟
を
使
う
か

ら 、
乙
の
例
な
ど
も
改
ま
っ
た
表
現
と
は
い
え
な
い。

(
注
目却)
同
氏
前
掲
論
文 。

(
注
幻)
浅
見
氏
前
掲
論
文
に
も
指
摘
が
あ
る 。

(
注
お)
此
品
氏
前
掲
論
文 。

(
注
目)
O
わ
れ
は
の
定
に
は
い
か
Y
問
え
ん
〈
大
臣
詞・
落
窪
三
m
v

O
只
今
の
時
の
大
臣
ば
か
り
の、
:::

の
た
ま
ひ
あ
は
せ
給
は
ん
を
八
少
将

詞・
同
四
m
v

O
明
石
の
御
方
ば
か
り
の
御
お
ぼ
え
に
は
八
右
近
心・
玉
婁
抑
V

O
殿
上
人・
諸
大
夫・
院
司・
下
人
ま
で
の
設
け
〈
若
菜
上
m
v

O
冷
泉
院・
円
融
院・
為
平
式
部
卿
宮
と
女
宮
四
人
と
の
御
母
后
に
て
八
世

次
詞・
大
銃
三
川
V

O
と
の一
条
殿
の
御
つ
か
ま
つ
り
人
と
か
や
の
為
に
八
同・
同
三
凶
V

O
村
上
か
朱
雀
院
か
の
生
れ
お
は
し
ま
し
た
る
八
同・
同一
U
V

O
右
近
中
将
源
宣
方
制
臣ト
云
ケル

人ハ

門Uノ
子
也八
今
昔
二
四
!

三
七
却〉

(
注
初)
O
今
の
が
や
ど
と
な
け
れ
ば
〈
堤
は
い
ず
み
倒
V

O
人
の臥
し
たり
し
ど
も
が衣
の
上
に
八
枕二
二八m
v

O
老
い
て
頭
白
き
な
ど
が 、
人
に
策
内
い
ひ
〈
問
三
日明
V

O
此ノ
京ノガ
本ノ夫
八
今昔
三
O|
四
m
v

乙
の
ほ
か 、
今
昔
物
詩
集
K 、
京/
〔
女〕
主
二
例 、
明
ら
か
に
人
名
が
入

る
は
ず
の
も
の
で 、
原
本
に
そ
れ
を
欠
く
も
の
(
大
系
本

門U)
休
四・
主

九
例 。

。
な
お 、
た
ち・
ど
も・
ば
ら・
ら
お
よ
び
な
ど
の
つ
い
た
例
は 、

の
つ
か
な
い
も
の
の
中
に
合
め
て
放っ
た 。

そ
れ
ら

(
補
注)
表
白
の「と
れ」「
そ
れ」「
か
れ」
欄
の
今
昔
物
詩
集
の
数
字
は 、
表

伺
の
「
此・
此
等」
「
其・
其
等」
「
彼・
彼
等」
を
「
ζ
れ」
「
そ
れ」
「
か

れ」
と
訓
ん
だ
も
の
と
し

て、
合
せ
た
数
で
あ
る 。

〔
付
記〕

本
稿
の
基
礎
を
成
す
に
当
り 、
京
都
教
育
大
学
の
伴
田
武
夫・
井
上
治
夫
両

教
授
の
ど
指
導
を
受
け
ま
し
た 。
ま
た 、
い
っ
た
ん
成
稿
後 、
築
島
裕
侍
士
か

ら
貴
重
な
ど
教一不
を
戴
い
て、
不
備
を
補
い
改
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 。

記
し

て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す 。
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